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藤澤 美穂 内閣府高齢社会対策担当参事官

皆様、おはようございます。

暑い中、今日は本当にどうもありがとうございました。樋口先生か

ら本当に心に響く貴重なお話をいただきまして、そういう盛り上っ

た中でちょっとかたい話になってしまうかもしれませんけれども、

１０分か１５分ぐらい、よろしくお願いします。

先生からも御紹介をいただきましたけれども、毎年私ども６月に高齢社会白書というのをつくっております。

その白書ができ上ったこともありまして、その内容を中心に、少し現状と対策について御紹介をさせていただき

ますので、お付き合いいただければと思います。よろしくお願いします。

ここに見えるものと、皆様の資料、全く同じですので、どちらでもお好きなほうを御覧いただければと思いま

す。資料の2ページ目と3ページ目が高齢社会対策大綱について記載したものです。樋口先生からも少し御紹介が

ありましたけれども、高齢社会対策というのは、私どもは内閣府ですけれども、内閣府に限らず、例えば厚労省

ですとか、文科省ですとか、本当に様々な省庁でそれぞれの所掌に応じた対策を講じております。それの全体を

取りまとめた対策の大綱というのが、この高齢社会対策大綱になります。今の対策大綱は平成24年の9月に閣議

決定されたものでございます。

●高齢社会対策大綱

＜高齢社会対策大綱＞ ＜高齢社会対策大綱 ５つのポイント＞
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こういった全員参加による社会の構築をはじめとして、平均寿命、毎年延びておりますけれども、人生90年

時代に対応できる社会の構築、それから若い世代も含めて世代循環型社会の構築。それから、各地域では、住

民の方々皆さんが支え手となってコミュニティーの構築を図っていく、地域社会の構築などを５つのポイント

として、今の大綱はつくられております。

●全員参加による社会の構築

この大綱での5つのポイントということで、これは今日のフォーラムのテーマにも非常に関連しますけれども、

例えば全員参加による社会の構築ということで、年齢にかかわりなく、皆様方の意欲、それから能力を最大限

発揮して、様々な方が経済社会の重要な支え手となっていただいて社会参加ができるような社会の構築を目指

す。

次のページ以降は、色々な表とかグラフがたくさん載っておりますが、それは基本的に先月つくりました白

書に載せているものが主なものということで、御覧いただければと思います。この４ページ目以降は、高齢化

社会の現状を数値で見たものなので、皆様もうよく御承知のとおりだと思いますが、御参考までにと思います。

●高齢化の現状
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65歳以上の方々が総人口に占める割合を高齢化率と申します。昨年の高齢化率は26.0％でございます。下から２つ目の赤

の点々で囲っているところ、26.0％ですね。これは当然毎年上がってきております。65歳以上の方を65から74歳と、75歳以

上と２つに分けますと、大体同じ比率でございまして、65から74歳の方が13.4％、それから75歳以上の方が12.5％というこ

とになっております。それが今の現状です。

次のページがもう少し将来を見据えて推計をお示ししたものでございます。今から４５年後ということで、自分の年齢が

わからなくなってしまうぐらいですけれども、そのころはどうなっているかといいますと、65歳以上が2.5人に１人という

割合になります。それから、４人に１人が75歳以上ということで、45年先なので、少し遠いですけれども、比率もそれだけ

に非常に高くなるという推計になっております。

＜高齢世代の人口比率＞

それから、高齢者と若い世代と一緒に並べてみたものがこちらのグラフになります。現在、真ん中あたりにあります平成

26年のところを見ていただければと思いますけれども、赤のグラフが６５歳以上人口を、若い15から64歳の人口で支えてい

る比率を示したものなんですけれども、平成26年は現役世代2.4人が高齢者の１人を支えている。45年後の平成72年には現

役世代1.3人で高齢者１人を支えるということで、大体今の半分の現役世代が高齢者お１人を支えるというイメージになる

かと思います。

●高齢者を支える社会構造

次が、高齢社会を少し国際的に比較してみたものです。左側が欧米諸国の中で日本がどうかというのを見たもの、それか

ら、右側がアジアの国々の中での日本を位置づけたものです。いずれも日本は赤い丸でつなげたもので、いずれにしても

2060年には一番飛び抜けて高いグラフになっているのが日本です。

日本も別にずっとこういう状態だったわけではなく、大体1980年ぐらいですか、左側の欧米のほうを見ていただくと、そ

のくらいまでは欧米の諸国の中でも非常に高齢化率は低かったんですけれども、2000年ぐらいを境にどっと飛び抜けていっ

ております。樋口先生のお言葉を借りれば、本当にオリンピックで「高齢化」という種目があったら、断然金メダルをとれ

るという状況になっております。

●国際社会における日本の現状
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それから、平均寿命が次の資料でございます。これは最新の情報について既に樋口先生から御紹介がありまし

て、そういう意味ではこれが古くなってしまっているかもしれませんが、白書で記載した６月の当時でいいます

と、平成２５年現在の数値が一番新しくなっておりまして、女性が８６.６１歳、男性が８０.２１歳になってお

ります。４５年後、２０６０年にそれが女性は９０歳を超えて９０.９３歳、四捨五入すれば９１歳、男性が８

４.１９歳という推計になっております。

●平均寿命と健康寿命

それから、平均寿命とあわせて最近はよく健康寿命という言葉を耳にすることが多いように思うんですけれど

も、日常生活に制限がなく生活できる期間、これを健康寿命と定義しております。これと平均寿命を比較したも

のが、この９ページでございます。先ほど来申し上げているように平均寿命もかなり延びているんですけれども、

健康寿命も延びてはいます。ですけれども、その延びを平均寿命と健康寿命と比較してみますと、平均寿命の延

びほど健康寿命は延びていないということになっているので、やっぱり平均寿命の延びとともに健康寿命のほう

も同じぐらい、あるいはそれを超えるぐらいの延びで延ばしていくということが必要だと思います。
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それから、平均寿命とあわせて最近はよく健康寿命という言葉を耳にすることが多いように思うんですけれど

も、日常生活に制限がなく生活できる期間、これを健康寿命と定義しております。これと平均寿命を比較したも

のが、この９ページでございます。先ほど来申し上げているように平均寿命もかなり延びているんですけれども、

健康寿命も延びてはいます。ですけれども、その延びを平均寿命と健康寿命と比較してみますと、平均寿命の延

びほど健康寿命は延びていないということになっているので、やっぱり平均寿命の延びとともに健康寿命のほう

も同じぐらい、あるいはそれを超えるぐらいの延びで延ばしていくということが必要だと思います。

＜健康寿命と平均寿命の推移＞

それから、これは高齢者がいらっしゃる世帯、一番右上の丸で囲んであるとおり、全世帯の中で大体４５％が

６５歳以上の方がいる世帯に今なっております。その高齢者がいらっしゃる世帯の中で、もう少し具体的に、そ

れが単身世帯なのか、夫婦のみの世帯なのかというのを細かく分けて見たものがこちらのグラフでございます。

一番下のピンクのところは単身というか、単独世帯、お一人の世帯ですね。それが２５.６％で、下から２つ目

の水色の部分が御夫婦のみの世帯で、こちらが３１.１％で、２つ合わせて大体過半数になっております。

今のは世帯で見たものなんですけれども、次の１１ページが個人で見たものです。高齢者の方々がひとり暮ら

しかどうかというのを見たデータでございまして、これも世帯で見たのと同じような結果に当然なっております。

ひとり暮らしの方、男女別で男性も女性も増えております。高齢者の方々のうち、ひとり暮らしの方がどのぐら

いの比率かというのを男女別に見たものが折れ線グラフになっておりまして、赤いのが女性、緑のグラフが男性

になっております。

●高齢者世帯の現状

現在――現在といいましても、直近値が平成２２年の数値になっておりますけれども、女性は高齢者のうち２

０.３％がひとり暮らし、男性の場合は１１.１％がおひとり暮らしとなっております。これも２０３５年までの

推計を出しておりますけれども、年々増えていくという推計値になっております。
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＜一人暮らしの高齢者の動向＞＜65歳以上の者のいる世帯数及び構成割合＞

それから、次から３枚ぐらいの資料が、毎年白書をつくるに当たって特集というのを組んでおり、その資料です。今年

の白書はひとり暮らしの高齢者の意識について特集をさせていただきました。あまり今年のフォーラムのテーマに直接は

関係ないのかなと思って、今回のこの資料では特集部分の引用をちょっと少な目にしておりますが、是非、御関心のある

方はホームページで見ていただくとか、あるいは販売もしておりますので、御覧いただければと思います。

＜頼りたい人＞ ＜ちょっとした用事を頼む人＞

＜一緒にいてほっとする人＞
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